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■Japan-YWPの概要 

Japan-YWPは、IWA日本国内委員会の下部組織として2010年3月5日に設立され、

水分野における学術的研究・知識の普及、水環境保全への貢献を目的とする若手中

心の組織である(図1)。2026年3月末時点での登録会員数は約400名であり、教育機

関、研究所、民間企業、官庁・自治体など、様々な所属の方がJapan-YWP会員とな

っている。産官学の垣根を越えて会員同士が人的ネットワークを構築し、情報の発信

と収集を行うプラットフォームとなることを活動理念として掲げている(図2)。 
 

 
図1 Japan-YWPの位置づけ、会員の所属 

 

 
図2 Japan-YWPの活動理念 



■運営体制 
組織やイベントの運営は18名の運営委員が取りまとめており、4名のアドバイザー

の協力を受けて活動を行っている(表1)。 
 

表1 運営体制 

代表 野村洋平   (京都大学) 

副代表 

高田一輝   (三菱総合研究所) 

長尾麻未   (NJS) 

渡利高大   (長岡技術科学大学) 

委員 

相原雅紀   (中央大学) 

池田直生   (JFEエンジニアリング) 

石井淑大   (国土技術政策総合研究所) 

神田 崚    (水ingエンジニアリング) 

小林風太   (日水コン) 

佐藤雄梧   (香港科技大学) 

多田悠人   (京都大学) 

Tae Hyun (Calvin) Chung (東京大学、University of Alberta) 

中島芽梨   (産業技術総合研究所) 

中屋佑紀   (北海道大学) 

本間亮介   (京都大学) 

松永光司   (東京理科大学) 

三輪 徹    (産業技術総合研究所) 

村上智香   (日水コン) 

アドバイザー 

阿部秀夫   (公益社団法人日本水道協会) 

若公崇敏   (国土交通省水管理・国土保全局) 

片山浩之   (東京大学大学院工学系研究科) 

藤原 拓   (京都大学大学院地球環境学堂) 

 
 



■活動の状況 
2025年度の活動実績を表2に示す。公益財団法人西原育英文化事業団、公益社

団法人日本水環境学会、下水道広報プラットホーム、株式会社日本水道新聞社、第

19回 IWA 汚泥管理に関する国際組織委員会の支援を受け、シンポジウム等のイ

ベント開催や国際連携を実現した。活動内容はニュースレターを通じて会員へ紹介す

るとともに、寄附実績をホームページに公開している。 
 

表2 2025年度の活動 

時期 イベント内容 

6.18〜6.20 3rd IWA-YWP Canada Conference 2025 (図3) 

7.4 5th AEET Workshop and Japan-YWP Symposium in Nagaoka (図4) 

7.31 下水道展ツアー (図5) 

9.2 
Hybrid Seminar on 
“Bio-Electrochemical Technology for Environmental Protection” (図6) 

9.17 第23回JWRC水道講座 

10.9 
Japan-YWP×Wavemakers United共催 "Future is Now" (図7) 
大阪万博・オランダパビリオンにて実施！！！ 

10.11 Japan-YWPお仕事セミナー2025 @関西 (図8) 

10.18 Japan-YWPお仕事セミナー2025 @関東 (図8) 

10.21〜
10.24 

The 19th IWA Conference on Sludge Management (図9) 
Japan-YWPが運営サポート。YWP Networking Eventの開催！！！ 

12.19 第24回JWRC水道講座 

1.7 
Czech-YWP共催ウェビナー 
“Carbon Footprint Reduction in the Water Sector” 

3.8 
Japan-YWP15周年記念シンポジウム (図10) 
場所：一橋講堂 

 
 



 
図3 3rd IWA-YWP Canada Conference 2025における 

Japan-YWPの活動紹介とマンホールカードの紹介 
 

 



 
図4 WET2025併催 

“5th AEET Workshop and Japan-YWP Symposium in Nagaoka” 
 



 

図5 下水道展ツアー 
 



 
図6 Hybrid Seminar on 

“Bio-Electrochemical Technology for Environmental Protection” 
 



 

 

図7 Japan-YWP×Wavemakers United共催 "Future is Now" 
 

 
図8 お仕事セミナー2025＠関西、関東 



 

 

 

 
図9  The 19th IWA Conference on Sludge Management 

 
 



 

 
図10 Japan-YWP15周年記念シンポジウム 

 
 



■会計報告 
 2025年度の経理状況（2026年3月8日時点）を表3に示す。西原育英文化事業団よ

り助成を受けるとともに、株式会社日本水道新聞社、第19回 IWA 汚泥管理に関す

る国際組織委員会より寄附を受けた。寄附実績は本会ホームページにて公開してい

る。支出は、以下のように分類し、必要な経費として適正に執行した。 
 
• 運営費：ホームページの制作と維持、メーリングリストの管理等に係る費用 
• 会議・イベント開催費：事前ミーティングおよびセミナーの実施に係る費用 
• 旅費：講演者やJapan-YWP運営委員の移動にともなう交通費および関連経費 
• 備品購入費：セミナーの運営・記録・配信等を目的とした機材や消耗品の購入費用 
• 雑費：旅費の振込手数料 
 

表3 収支報告 
収入  
前年度繰越 ¥1,198,801 

収入(助成金、寄附金、利息など) ¥6,601,865 

合計 ¥7,800,666 

  

支出  
運営費 ¥261,976 

会議・イベント開催費 ¥3,730,320 

旅費 ¥1,634,199 

備品購入費 ¥1,650 

雑費 ¥34,176 

合計 ¥5,662,321 

  

残高  
移管資金 期首残高 ¥7,800,666 

次期繰越 活動増減差額 ¥5,662,321 

移管資金 期末残高 ¥2,138,345 

 
 



■次期代表の推薦 
 第8期の任期満了に伴い、第9期(2026〜2027年度）の運営体制について以下の通

り提案し、承認された。 
 
次期代表候補者： 中屋佑紀 氏（所属：北海道大学） 
   石井淑大 氏（所属:国土交通省国土技術政策総合研究所） 
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